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신라의 건국신화와 의례

나희라*

Ⅰ. -

Ⅱ. 王權

Ⅲ.

Ⅳ.

Ⅰ. 머 리 말1)- 건국신화 이해의 전제

神聖

.

.2)

3)

, 正體性

  * 

: 2005 ｢古代 東北亞 諸民族 神話, 儀禮, 君主觀｣ 震檀學報 99 ; 

2004 ｢ ｣ 54 ; 2004 ｢

｣ 23 ; 2004 ｢7～8 唐, 新羅, 日本 國家祭

祀體系 ｣ 韓國古代史硏究 33 ; 2003 , .

 2) Bronislaw K. Malinowski, 1926 Myth in Primitive Psychology ; ,

1996 , 民俗苑, pp.24～39.

 3) Ernst Cassirer, 1946 The Myth of the State, Yale University Press ; ,

1988 , , p.69.
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58   39(2005. 9)

. 定形性 定期性

.

建國神話

. .

,

.

.

.

.

‘ ’ ,4)

.5)

,6)

.7)

.

 4) , 2002 , , p.170.

 5) , 2000 ｢ ｣ , , p.117.

 6) 

.

,

( , 2004 , , ,

pp.112～118).

 7) Henry Tudor, 1937(c1972) Political myth, London : Pall Mall Press ; 

, 1994 , , pp.23～24.
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.

(

) .8)

.

. ,

.

Ⅱ. 건국신화와 王權에 대한 관념

9)

 8) , 2000 , p.118.

 9) “始祖姓朴氏, 諱赫居世. 前漢孝宣帝五鳳元年甲子四月丙辰(一曰正月十五日)卽

位. 號居西干, 時年十三, 國號徐那伐. 先是, 朝鮮遺民分居山谷之間, 爲六村 一

曰閼川楊山村, 二曰突山高墟村, 三曰觜山珍支村(或云干珍村), 四曰茂山大樹村,

五曰金山加利村, 六曰明活山高耶村, 是爲辰韓六部. 高墟村長蘇伐公望楊山麓,

蘿井傍林間, 有馬跪而嘶, 則往觀之, 忽不見馬, 只有大卵. 剖之, 有嬰兒出焉, 則

收而養之. 及年十餘歲, 岐嶷然夙成. 六部人以其生神異, 推尊之, 至是立爲君焉.

辰人謂瓠爲朴, 以初大卵如瓠, 故以朴爲姓. 居西干, 辰言王.(或云呼貴人之稱)” 

( 三國史記 卷第1, 新羅本紀第1 始祖赫居世居西干)

 9) “五年春正月, 龍見於閼英井, 右脇誕生女兒. 老嫗見而異之, 收養之, 以井名名之.

及長有德容, 始祖聞之, 納以爲妃. 有賢行, 能內輔, 時人謂之二聖.” ( 三國史記

卷第1, 新羅本紀第1 始祖赫居世居西干)

 9) “前漢地節元年壬子(古本云, 建虎元年, 又云建元三年等, 皆誤), 三月朔, 六部祖

各率子弟, 俱會於閼川岸上, 議曰, 我輩上無君主臨理蒸民, 民皆放逸, 自從所欲,
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삼성현역사문화관 | IP:183.106.106.*** | Accessed 2021/08/13 10:26(KST)



60   39(2005. 9)

.

.

.

.

.

弗矩內 . 弗矩內王 光明理世

光

明的 存在 顯現 天神的 存在

.10) ‘天子’

, 昇天 .

.

欲覓有德人, 爲之君主, 立邦設都乎. 於是乘高南望, 楊山下蘿井傍, 異氣如電光

垂地, 有一白馬跪拜之狀, 尋檢之, 有一紫卵(一云靑大卵). 馬見人長嘶上天, 剖

其卵得童男, 形儀端美, 驚異之, 浴於東泉(東泉寺在詞腦野北), 身生光彩, 鳥獸

率舞, 天地振動, 日月淸明, 因名赫居世王(蓋鄕言也, 或作弗矩內王, 言光明理世

也. 說者云, 是西述聖母之所誕也, 故中華人, 讚仙桃聖母, 有娠賢肇邦之語是也.

乃至雞龍現瑞産閼英, 又焉知非西述聖母之所現耶). 位號曰居瑟邯(或作居西干,

初開口之時, 自稱云, 閼智居西干一起, 因其言稱之, 自後爲王者之尊稱.). 時人爭

賀曰, 今天子已降, 宜覓有德女君配之. 是日, 沙梁里閼英井(一作娥利英井), 邊

有雞龍現, 而左脇誕生童女(一云龍現死, 而剖其腹得之), 姿容殊麗, 然而唇似雞

觜, 將浴於月城北川, 其觜撥落, 因名其川曰撥川. 營宮室於南山西麓(今昌林寺),

奉養二聖兒, 男以卵生, 卵如瓠, 鄕人以瓠爲朴, 故因姓朴, 女以所出井名名之.

二聖年至十三歲, 以五鳳元年甲子, 男立爲王, 仍以女爲后. 國號徐羅伐, 又徐伐

(今俗訓京字云徐伐, 以此故也), 或云斯羅, 又斯盧, 初王生於雞井, 故, 或云雞林

國, 以其雞龍現瑞也. 一說, 脫解王時, 得金閼智, 而雞鳴於林中, 乃改國號爲雞

林, 後世遂定新羅之號. 理國六十一年, 王升于天, 七日後, 遺體散落于地, 后亦

云亡. 國人欲合而葬之, 有大蛇逐禁, 各葬五體爲五陵, 亦名蛇陵, 曇嚴寺北陵是

也. ( 三國遺事 卷第1, 紀異第1 新羅始祖赫居世王)

 10) , 2003 , , p.71.
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穀靈的 ,

.11) 昇天 7

遺體 國人

五體 . ,

,

,

.12)

.13)

11) 三品彰英 閼智 閼 智 穀靈

, 始祖王 穀靈的 存在 靈德

. 閼智 (

三國遺事 卷第1, 紀異第1 金閼智 脫解王代)

. 三品彰英, 1975 古代祭政と穀靈信仰 , 平凡社, pp.46～47.

12) J. G. Frazer, 1957 The Golden Bough 2 vols. Abridged Edition, London : The 

Macmillian Company ; 張秉吉 譯, 1976 黃金 三省出版社 40

本性 .

13) ,

.

13) , 1972 ｢ ｣ 大邱史學 4. 

13) , 1972 ｢朴赫居世神話論考｣ 韓國敍事文學硏究 , , pp.159～160.  

13) , 1993 , 敎文社, pp.127～129. 

13) , 2001 , , p.417.  

13) .

‘ ’

( 三國遺事 卷第1, 紀異第1 金閼智 脫解王代). 

. , .

‘ ’

.

Copyright (C) 2006 NuriMedia Co., Ltd.
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.

.

.

.14)

.

.

.15) 始

.

( , 2002 , p.130). 

.

.

14) 

. “四年冬十月, 群臣上言, 始祖創業已來, 國名未定, 或稱斯羅, 或稱

斯盧, 或言新羅. 臣等以爲, 新者德業日新, 羅者網羅四方之義, 則其爲國號宜矣.

又觀自古有國家者, 皆稱帝稱王. 自我始祖立國, 至今二十二世, 但稱方言, 未正

尊號. 今群臣一意, 謹上號新羅國王. 王從之.” ( 三國史記 卷第4, 新羅本紀第4

智證麻立干)

14) “八年春三月, 王薨. 謚曰眞德, 葬沙梁部. 國人謂, 始祖赫居世至眞德二十八王,

謂之聖骨, 自武烈至末王, 謂之眞骨.” ( 三國史記 卷第5 新羅本紀第5 眞德王)

14) “國人, 自始祖至此, 分爲三代, 自初至眞德二十八王, 謂之中代, 自宣德至敬順二

十王, 謂之下代云.” ( 三國史記 卷第12, 新羅本紀第12 敬順王). 

14) 

遺籍 ( , 1977 ｢ ｣ 

, ). 

.

,

.

15) 

死靈(

. 4祖 死者崇拜 )

祖靈( 生者
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祖 始源 神秘性 永續性

.16) 始祖

神祇

. 周室 太祖 后稷

宗廟制 始祖

.17)

.18)

,

生者 靈)

(Deity) 始祖神

. .

.

16) ,

前 

. ,

. Audrey I. Rechards, 1940 "The Political System of 

the Bemba tribe : North-Eastern Rhodesia" African Political Systems (M. Fortes, 

E. E. Evans-Pritchard ed.), Oxford University Press : London, p.100.

17) 諸戶素純, 1972 祖先崇拜の宗敎學的硏究 , 山喜房佛書林, p.160.

18) 洞祭 ,

(張籌根, 1986 ｢巫俗 祖上崇拜｣ 韓國文化人類學

18), 

,

( , 1989 

, 7 部落信仰 ).
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.

.

19) 生産 豊饒

.20) ( )

,

.

19) ,

, , , ( , 2003 

, . , 2000 ｢ 始

祖神話 話素 ｣ , ). 

,

,

.

誕降

( , 2001 ), ,

6 (6 ) 9

( , 1993 

), 天父地母型 

天男地女型 ( , 1995 

, ) .

.

( 三國遺事 卷第5, 感通第7 仙桃聖母隨喜佛事). 

.

( 三國史記 卷第12, 新羅本紀第12 敬順王 論).

. 正見母主 女神

(

新增東國輿地勝覽 卷29, 高靈縣 建置沿革), 

.

20) , 1972 ｢ ｣ 4, pp.5～6.
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母 子 男 女 .

.

.21) 三國遺事 王曆

妹

, 妹 娥伊英, 娥英

.22)

, ,

.

.23)

.

,

. ,

21) 三國遺事 卷第5, 感通第7 仙桃聖母隨喜佛事.

22) “姓朴卵生, 年十三甲子卽位, 理六十年. 妹阿伊英阿英.” ( 三國遺事 卷第1, 王

曆 第一赫居世)

23) 母子 .

1, “乃至雞龍現瑞産閼英. 又焉知非西述聖母之所現

耶.” 

母子 (三品彰英,

1975 三國遺事考證 , 塙書房, pp.437～443. , 1972 , p.14). 

. 三品彰英

神聖夫婦 神聖母子

.
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. ,

.

. 神聖性

神力

.

‘ ’ .24)

,

.

.

.

.

.

, 天賜玉

帶 萬波息笛

,

.

24) “舊夫餘俗, 水旱不調, 五穀不熟, 輒歸咎於王, 或言當易, 或言當殺.” ( 三國志

卷30, 魏書30 烏丸鮮卑東夷傳第30 夫餘)

Copyright (C) 2006 NuriMedia Co., Ltd.
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Ⅲ. 건국신화와 의례

,

.25) .

. 六

部人 首長 閼川 君主 德人

禊祓

迎神 . 楊山下 蘿井 

. 誕降 , 沙

梁里 閼英井 女神 誕降

. 始祖神 神界 天界 .

.

,

.26) 東

盟祭 東明 隧神 柳花 祭儀

,

.27)

神

25) . Clyde Kluckhohn, 

1942 "Myths and Rituals : A General Theory" Havard Theological Review XXXV 

; 1972 Reader in Comparative Religion (3rd Edition), New York : Harper & Row 

Publishers .

26) 三品彰英, 1975 三國遺事考証 , 塙書房, 新羅始祖 赫居世條. , 1972 

. , 1986 ｢韓國神話 祭儀｣ 月山任東權博士頌壽紀念論文集

(國語國文學篇), 集文堂 ; 1992 巫俗神話 文獻神話 , 集文堂 .

27) 徐永大, 2003 ｢高句麗 國家祭祀-東盟 -｣ 韓國史硏究 120.
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人 .

,

,

.28)

( ) .

禊祓 齋戒 迎神 , 降神 迎神,

和通 歡樂, 神界 歸還

.

.

, , ,

祭天 國中大會 ‘連日飮食歌舞’

. 公共儀禮(public ritual) 祝祭(festival)

.29)

28) 金和經, 1989 ｢首露王神話 硏究｣, 震檀學報 67 .

, 戱樂之事

, .

“此中更有戱樂思慕之事. 每以七月二十九日, 士人吏卒, 陟乘岾, 設帳幕, 酒食歡

呼. 而東西送目, 壯健人夫, 分類以左右之, 自望山島, 駮蹄駸駸, 而競溱於陸, 鷁

首泛泛, 而相推於水. 北指古浦而爭趨. 盖此昔留天神鬼等, 望后之來. 急促告君

之遺迹也.” ( 三國遺事 卷第2, 紀異第2 駕洛國記)

29) festival , seasonal 

ceremony ,

. 饗宴 .

. Theodor H. Gaster, 1987 “Seasonal Ceremonies” The 

Encyclopedia of Religion (Mircea Eliade ed.) Vol.13, Macmillan Publishing 

Company : New York 薗田稔, 1973 ｢祭｣ 宗敎學辭典 (小口偉一․堀一郞監
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30)

,

行進 . 東泉

,

,

.

巫俗的 洞祭 31) ,

32) .

, 視覺化

.

.33)

.34)

修) 東京大學出版會 .

30) . ,

射琴匣 15

15

.

1 2 15

, 15

,

.

31) , 1994 ｢ ｣ , , p.279.

32) , 1994 , , pp.212～223.

33) Akitu festival

,

. Gerald Q. Larue, 1975 Ancient Myth 

and Modern Man, New Jersey : Prentice-Hall, pp.40～44. Jane Harrison, 1913 

Ancient Art and Ritual ; ․ , 1975 ,

, pp.25～35.
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,

神聖婚

.

新王 卽位儀禮 . 公的

. 俗人

,

.35)

1 2 ( ) 親祀 ,

.

始祖王 神性 天神 至高

性 ․ .

年頭 降臨

,

.

年頭 ,

洞祭

.36)

34) 東盟祭 隧神 國東水上

. “利十月祭天, 國中大會, 名曰東盟, (中略)

其國東有大穴, 名隧穴, 十月國中大會, 迎隧神, 還於國東上祭之, 置木隧於神

坐.” ( 三國志 卷30, 魏書30 東夷傳 高句麗)

35) 西嶋定生, 1975 ｢漢代における卽位儀禮 - とくに帝位繼承のばあいについて -｣ 

榎博士還曆記念東洋史論叢 , 山川出版社, p.403.

36) 李杜鉉․張籌根․李光奎, 1997 韓國民俗學槪說(新稿版) , 一潮閣, p.180.
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37) .

親祀 新王

誕降 .

, 神人

.

11 新穀 皇祖․天神․地祇 大嘗祭

, 祭宮 悠紀殿 主基殿 寢所

, 天皇靈

.

大嘗祭

.

眞床追衾

.38)

,

,39)

.

    1930 15

洞祭(部落祭) (朝鮮總督府, 1937 部落祭 ,

pp.414～456).

37) 4 丙辰 1 15 ( 三國史記

卷第1, 新羅本紀第1 始祖), 3 朔日( 三國遺事 卷第1, 紀

異第1 新羅始祖赫居世王) .

38) 折口信夫, 1930 ｢大嘗祭の本義｣ 古代硏究 (民俗學編 二), 岩波書店 ; 折口信

夫全集 第3卷 .

39) 金和經, 1989 .
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.

.

.40)

天神的 農耕神的 始祖王 ,

神力 共感 .

.

. 全社會的 先王

.

.

.

.41) 前儀 再生儀

‘ ’ ‘

’ .42)

40) 神

. A. M. Hocart, 1927 Kingship, London : Oxford University 

Press, pp.70～98.

41) 北史 卷第5, 魏本紀 第5 中興2年 4月 戊子.

    丘凡眞, 1998 ｢北魏 拓跋族 祭天儀式 一考察 -西郊祭天 卽位告天

分析 - ｣, 大東洋史學科論集 22.

41) 其日, 以童子及産醫嫗置室中. 一婦人執酒, 一叟持矢菔, 立於室外. 有司請神主
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.

. ( ) (

)

.

.

, 遊離

鎭魂儀禮 .43) 射

琴匣 44) .

15 烏忌之日

降輿, 致奠. 奠訖, 皇帝出寢殿, 詣再生室. 群臣奉迎, 再拜. 皇帝入室, 釋服, 跣,

以童子從, 三過岐木之下. 每過, 産醫嫗致詞, 拂拭帝躬. 童子過岐木七, 皇帝臥

木側, 叟擊菔曰, 生男矣. ( 遼史 卷53 禮志6 嘉儀下 再生儀)

    , 1993 ｢ ｣ ,

, p.180.

43) 鎭魂 職員令 神祇官條 鎭魂 註釋

. “謂鎭安也. 人陽氣曰魂, 魂運也. 言招離遊之運

魂, 鎭身體之中府, 故曰鎭魂.”( 令集解 卷2, 職員令) 招魂

. 松前健, 1973 ｢鎭魂祭の原像と形成｣ 日本書紀硏究 第7冊, 塙書房 ;

1974 古代傳承と宮廷祭祀 , 塙書房 .   

44) “第二十一毗處王卽位十年戊辰, 幸於天泉亭. 時有烏與鼠來鳴, 鼠作人語云, 此

烏去處尋之. 王命騎士追之, 南至避村, 兩猪相鬪, 留連見之, 忽失烏所在, 徘徊

路旁. 時有老翁, 自池中出奉書, 外面題云, 開見二人死, 不開一人死. 使來獻之,

王曰, 與其二人死, 莫若不開, 但一人死耳. 日官奏云, 二人者庶民也, 一人者王

也. 王然之開見, 書中云, 射琴匣. 王入宮, 見琴匣射之, 乃內殿焚修僧與宮主, 潛

通而所爲奸也. 二人伏誅. 自爾國俗每正月上亥上子上午等日, 忌愼百事, 不敢動

作, 以十五日爲烏忌之日, 以糯飯祭之, 至今行之. 俚言怛忉, 言悲愁而禁忌百事

也. 命其池曰書出池.” ( 三國遺事 卷第1, 紀異第1 射琴匣)
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. 15

俗節

. 15

.45)

.46)

,

. 生靈

47) ,

48) .

‘天泉亭’ 神獸

, 國俗

45) 李杜鉉, 1984 ｢韓國 歲時風俗 硏究｣ 韓國民俗學論考 , 學硏社.

46) 高麗史 卷84, 志 卷第38 刑法1 禁刑 “愼日 歲首子午日․二月初一日”

47) , , .

.

, 生靈 .

(李鉉洙, 1980 ｢韓國民謠

生死觀｣ 韓國民俗學 13, p.80). 

(J. G. Frazer 張秉吉 譯, 1976 , 18 靈

魂 危難).

48) 方善柱, 1964 ｢古新羅 靈魂 他界觀念 : 宗敎 -文化史的 考察｣ 合同論文

集 1, ․ ․ ․ .

遊離 王者

, 琴匣 誘魂 惡靈 射殺

鎭魂儀式

.
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. ‘天泉亭’ 蘿井

.49)

鎭魂(招魂, 再生)

.

.

,

日官

琴匣 .

,

( )

. 八十嶋祭 祭使

琴

外來魂 遊離魂 鎭安

50) . 泥文

3 烏, 鼠, 鶉 51)

, 八十島祭 琴

49) ‘蘿井’ ‘天泉’

.

‘蘿井(奈乙, 奈 出生 , 乙 )’ ( , 2003 , p.151), 

‘天泉’

. ‘天泉’ ‘ (

)’ , ( ) ( ), (

) . 天泉

歲星紀年法 12歲星 11 ( 史記 卷27, 天

官書第5. ), 鼈星 

天淵十星 天泉 ( 宋史 卷50, 

志第3 天文3 28舍上 北方).

50) 岡田精司, 1970 ｢卽位儀禮としての八十嶋祭｣ 古代王權の祭祀と神話 , 塙書房.

51) “泥文所製三曲 一曰烏, 二曰鼠, 三曰鶉.” ( 三國史記 卷第33, 志第1 樂)
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. 八十島祭

.

.52)

1 1 , 1

, , ,

․ .

.

.

. 俗人 ‘ ’ ‘ ’

.

1

.53)

15

.

.

,

.

王宮 

.

52) “每年初, 聚戱於浿水之上, 王乘腰輿, 列羽儀以觀之. 事畢, 王以衣服入水, 分左

右爲二部, 以水石相濺擲, 誼呼馳逐, 再三而止.” ( 隋書 卷81, 列傳第46 東夷 

高麗)

53) , 2002 ｢ ｣ 116 .
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.

,

.

. ‘ ’ .

.54) 6村(部)

,

.

,

.

,

.

.

1

.55)

1 2

.56)

,

54) Peter L. Berger, 1973 The Social Reality of Religion, Penguin University Books ; 

, 1981 , , pp.47～48.

55) “歲正月, 諸長小會單于庭祠. 五月, 大會蘢城, 祭其先天地鬼神. 秋, 馬肥, 大會

蹛林, 課校人畜計.” ( 史記 卷110, 匈奴列傳 第50)  

56) , 2003 , , pp.92～97.
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.

,

.

.

Ⅳ. 맺 음 말

.

57)

, .

.

.

57) .

,

,

.

(N.Abercrombie, S. Hill and Bill Turner, 1980 The

Dominant Ideolgy Thesis, Allen and Unwin ; David McLellan, 1995 Ideology,

Open University Press ; , 2002 , ). 
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中代 .

,

.

,

.

.
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Abstract

Founding Myth of Kingdom and Rituals in Silla Dynasty

Na, Hee-la

Founding myth of kingdom has much historicity and politics. Though 

myth has historicity, we shouldn't believe that myth says plainly the 

historical fact. The real meaning and object of myth reside in representing 

the thought and culture of people who makes up the myth. 

The founding myth of Silla dynasty is plotted with founder's birth of the 

dynasty, sacred marriage, his enthronement, and returning his home, the sky. 

The Silla people explained the origin and character of kingship. They 

depicted the founder as a sky god and a agricultural god. So they 

represented their own idea on the character and role of kingship. 

Founding myth of dynasty was reenacted in the rites for the founder. So 

sacred kingship was reminded. The birth ritual, the sacred marriage ritual, 

the rebirth ritual, etc. was contained in the process of this rite. And the 

myth worked to persuading many rivals to recognize the present political 

relations by describing the relations as mythic one. Therefore the founding 

myth and the kingship rituals of Silla dynasty played a important part for 

kingship ideology. 

  Key Words : founding myth of dynasty, kingship ritual, sacred marriage,        

     founder-king
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